	主題

      訪花昆虫相の観察


	副題

      花によって異なる訪花昆虫の種類


	目的

　訪花昆虫の観察によって花と昆虫との関係の一端を見ることができる。この観察により、生き物を注意深く見る（体に花粉が付着するか？など）目が養われ、「花のつくりと働き」や「生物群集」などの理解が深まることが期待される。
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	材料と方法
　校内（校外でも良い）に生育する開花中の植物。雑草や野草でも植栽された植物でも良い。


	予測できる結果
　実習の時間内に２種類以上の花の訪花昆虫相を観察することで、花の種類によって訪花昆虫相が大きく異なることを実感できる。送粉や吸蜜を行う昆虫や捕食を目的に花に来る昆虫、何が目的なのか判然としない昆虫など様々な昆虫が花を訪れることを観察によって理解できる。


	概要・実習の背景
　小学校理科では、「花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実になり，実の中に種子ができること」を学び、中学校理科では「花のつくりと働き」について学ぶが、高等学校では「被子植物の配偶子形成と受精」について学ぶものの、花粉がめしべにどのように運ばれるのかについて学ぶ単元は無い。しかし、訪花昆虫が重要な花粉媒介者となり、花粉や蜜が訪花昆虫にとって重要な餌資源となることを知ることは、生物群集や生態系を理解する上で有効である。さらに、花の種類によって訪花昆虫相が大きく異なることを知ることで、花の形や色の意味について生徒自身が考えることができるため、「探求活動」の題材としても適していると考えられる。
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訪花昆虫相の観察：花によって異なる訪花昆虫の種類

目的

　訪花昆虫の観察によって花と昆虫との関係の一端を見ることができる。この観察により、生き物を注意深く見る（体に花粉が付着するか？など）目が養われ、「花のつくりと働き」や「生物群集」の理解が深まることが期待される。
観察時期

　春や秋の晴れた日が良い。夏でも可能であるが、夏は比較的花が少ないことや、授業の時間帯は暑いことが多く、訪花昆虫の観察にはあまり適していない。

準備するもの

　時計、記録用紙、カメラ（あれば）

観察方法

　観察する植物を選んだら、その植物の観察対象とする花を決め、記録用紙に観察者、調査場所、調査日、天候、観察開始時間、植物名、花の数、観察時間内に訪花した昆虫の種類と数を記録し、観察終了時には観察終了時間を記録する。実習時間内に２種類以上の植物（例　派手な花と地味な花）を観察するようにすると良い。一つの植物の観察時間は30分以上が望ましいが、実習時間によって適宜変更する。
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写真　校庭での訪花昆虫の観察
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図１　校庭での訪花昆虫の観察例（オニタビラコ）

[image: image2.png]WEmARN - R THE  (Fik LB oanhd 1B
BACTEOEE [ 329 1 #L | *F
FEETE (R7E) OB H)”'w ]

¥7T)

SFRLARRLEH (EHOEFVHOMNSIRICEALTTFZW

H¥ St L5
i R T Ay I“};E'_,t&] L
Q)[%IHHE@EEF 1 T
@ [wantTFT ] 14
b - o A ] [ &
& [ 2t ] (R
f,f\ i 2 F =
!

]
13 -




図２　校庭での訪花昆虫の観察例（マユミ）
